今月の樹　「ケヤキ」
　ケヤキはもともと森林を構成する樹木であったと考えられるが、最近では野外よりは都市部や公園など町中での方が多く見られる。特に街路樹として多く植えられているが、秋の紅葉時を除いてはあまり目にとまる樹でもない。　ケヤキはお彼岸も過ぎ日一日と陽光の眩しく感じられる季節になると周りの木々に先駆けて開葉、開花するがが地味であり同時期に開花する桜の陰に隠れて気づく人も少ない。ましてや、この樹の開葉が2段階でおこるなど気に留める人もいないであろう。図鑑にすら掲載されていなし、わずかに専門誌に・・「通常、新緑は一斉に芽吹くが、この年（2004年）の芽吹きは枝ごとばらばらであった。（気候変動の影響？）」などの記載がある程度である。
　前置きはさておいて、「ケヤキ」とは・・・。

＊ケヤキ（ニレ科ケヤキ属、Zelcova serrata　）
日本の代表的な落葉高木のひとつ、本州、四国、九州、朝鮮半島、中国、台湾に分布する。自生地は川岸など、肥沃なところを好む。関東地方に特に多いのは、徳川幕府の奨励策による。
通常樹高は20～25mになる。幹は直立し、樹冠は、扇を開いたような形で美しく、「欅」の字は、その形からであろう。
樹皮は、灰紫褐色で雲紋状の薄い片となって剥がれ落ちる。若木では、横に長い楕円形の皮目が多く、全体としては滑らかである。
　葉は互生、葉身は卵形あるいは卵状披針形で、先は鋭尖頭。質はやや薄く、縁には鋭い鋸歯がある。
花は雌雄異花で、4～5月に、展葉と同時に、花を付ける。本年枝の、下部の葉腋には雄花が、上部の葉腋に雌花が、それぞれ数個ずつ集まって付く。ともに淡黄緑色だが、雄花からは4～6個の雄しべが外に出るため、目立つがサクラが華やかな季節であり、ケヤキも花が満開なのに気づく人は少ない。風媒花。
　花に関する図鑑の説明は上記の通りであるが、

実際は、まず小形の葉をつけた短い枝（短枝）が展開し花をつける。花期が終わった後に前者より大型の葉が展開する。花は風媒花であるため、大型の葉は交配の邪魔であり、このような
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2段階の開葉となるのであろう。短枝の葉は実が付いた枝では小さいままであるが、花がついても実が成熟しない枝の葉は後日大型に成長するようである。（短枝の長枝化？）
果実はそう果で羽がないので飛べないが、短枝ごと折れて葉と共に飛んでゆくので風散布種子に分類される。
なお秋の紅葉時、果実をつけた短枝の葉は茶褐色に色付き、本葉とは異なる紅葉をみせる。
ケヤキは材が緻密で堅いこと、大きな部材がとれることから、古来様々な用途に使用されており、現在でも高級材として取り扱われて来ている。建材としては大黒柱、梁、上がり框など、建具、寺社の彫刻、仏壇、太鼓、臼と杵、和家具材、椅子、食卓、漆器の木地、楽器（太鼓胴、三味線胴、琵琶胴）などに。特に杢（如輪杢、鶉(うずら)杢、玉杢、牡丹(ぼたん)杢）が出ている材は、貴重な室内装飾品、文房具、上質な箱類、戸棚、戸板などに利用されて来ている。
　ケヤキは秋には紅葉し、夏には日陰をつくること、また樹形が美しいこともあり、都市部の街路樹として賞用され、各地に有名なケヤキ並木があります。代表的な例としては明治神宮の表参道が挙げられるが植栽されたのは大正10年（1921年）とのことです。都市部のように根の周囲をアスファルトやコンクリートで固められたような場所で育つケヤキは本当にたくましいと思われませんか。
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